
 第３号様式（第６条第１項関係） 

市長 副市長 部長 課長 主幹・副主幹 主査・主査補 班員 

       

付議・報告部課      

令和８年５月１８日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 

１ 日時及び場所 

令和８年５月１８日（月）午前９時３０分～ 本庁舎４階大委員会室 

２ 出席者 

環境課 鈴木課長 石田係長 船本主任主事  

３ 件名 

印西市との包括連携協定を踏まえ、ＬＭＣ（ランドスケープマネジメントセンター）に

参画することについて 

４ 会議結果 

■ 案のとおり決定する。 

□ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

□ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

・開発することによって、自然に負荷を与えてしまうのではないか。 

→開発は、雑木を切って緑化する、コンクリートづくりを木材づくりにする等、自然に

極力負荷をかけない取組を想定している。 

 

・現在、任意団体とのことだが、法人格の取得について検討しているのか。 

→キックオフ会議の時に、活動が進む中で検討していくとの回答を得ているので、法人

格の取得については引き続き検討を行っていきたい。 

 

・会員になるということは、意思決定権があるのか。 

→会員になることにより、１票の意思決定はあるので、他の団体等を入れて中立性を保

ちたいと考えている。 

 

・公平性の担保についてはどうか。 

→市民や研究者の参加もあり、一定の公平性は担保されていると考えているが、改めて

設立総会までに整理する。 

 

・千葉ニュータウンから50年近くが経過し、自然と都市の調和の中で、開発と保全のバ

ランスを保ち、併せて、包括連携協定を締結している印西市と協調していくこと。 

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 



　第１号様式その１（第４条第４項関係）

年 月 日

件　　　名

目的

対応
方策

論点（決定を
要する事項）

部内会議や
関係課等と
の調整結果
（主な意見・
懸案事項）

印西市と包括連携協定を踏まえたＬＭＣ（ランドスケープマネジメントセンター）の参画について

【部内会議】
印西市との包括連携協定を踏まえ、参画する理由、意義を明確にする。
【都市計画課】
LMCの設立及び印西市と合同で参画することについて協議済み。
【未来創造戦略室】
「谷田地区における土地活用に関するマーケットサウンディング」については、実施要領内に、『既存
の自然資源や文化資源、歴史資源、景観資源などの有効な保全・活用策について北総ランドスケー
プマネジメントセンター準備室（令和8年5月発足予定）から助言・指導を受けてください。』が明記され
た。

令和 8 5 18

付議書（行政経営戦略会議）

付議事案

【ＬＭＣとは】
　行政や企業、研究機関や市民団体などが会員として参加予定の任意団体（中間支援組織）。地域
の自然をどのように活かしていくかという将来ビジョンを共有し、科学的根拠に基づくマップや活動メ
ニューの作成、行政や企業、市民団体、地権者、農業者、研究機関等をつなぎ、実践活動へと結び
付ける活動等を行う。また、その成果を評価・可視化し、地域版認証制度等の仕組みの検討にもつな
げる。
　国の戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ)における研究において、白井市・印西市域を含む北
総地域（印旛沼流域）が対象地として位置づけられ、提唱されている理念を具体的な形として社会実
装するものがＬＭＣとなる。
【現状】
　市の環境基本計画では「市民等の環境活動や事業者による環境貢献の取組等の際に、地域特性
へ十分配慮した、より適切かつ効果的な環境保全を実現し、市民・事業者・行政の各主体が納得でき
るプロセスとなるよう、学識者の専門的知見を基に中立的な立場で支援する中間支援組織の形成・連
携の推進」を位置づけており、また、都市マスタープラン、景観とみどりの基本計画（案）においても中
間支援組織の形成推進等が位置づけられている。
【ＬＭＣに参画する目的・意義】
　市においても遊休農地や放棄林の増加、獣害、暑熱や豪雨への対応など、地域課題は複合化して
おり、行政だけでなく、企業、市民団体、地権者、農業者、研究機関等が連携して対応していくことが
求められている。
　これらの課題に対応するためには、個別の公園や緑地、農地、樹林地等をそれぞれに管理するだ
けではなく、市境をまたいで分布する自然や、印旛沼流域として関係する水循環を、地域全体の資源
として捉える視点が重要である。
　市では、谷田地区でのサウンディング等での活用を検討し、一方、印西市では、グリーンインフラで
の活用を検討していたことから、当初別々に協議していたが、令和７年１０月に白井市と印西市で、ま
ちづくりに関する連携協定が締結され、環境保全及び都市基盤整備に関する連携事項として、LMC
の設立にし、LMC側からも両市共同で参画する重要性等の説明が令和８年３月にあり、協議を進めて
きた。

現状・課題

部課名 市民環境経済部　環境課

印西市と包括連携協定を踏まえたＬＭＣ（ランドスケープマネジメントセンター）の参画について

【課題】
　LMCに依頼する取組等が両市に共通するもの、共通しないものがあるため、会則や負担金額につ
いて調整する必要がある。
　また、両市で依頼する個別事業については、共通経費とは分けた負担金額の調整が必要となる。な
お、共通事業、個別事業のどちらにおいても情報を共有し、今後の取組に反映できるものとする。
　市において、今後は、谷田地区のサウンディングの状況等を踏まえた地域版の認証制度等の設計
に向けた庁内調整等が必要となる。

　環境保全及び都市基盤整備（主に景観やグリーンインフラ）に関する取組を印西市と共同
し、及び情報共有し進める。

・自然と都市が共生する地域像の共有、発信
・地下水涵養、生物多様性などを定量評価、マップ化し活動に活用
・多様な主体のマッチング、活動支援
・環境評価、認証の仕組みづくり



■ □ □ □ （

参考情報

案件提出
事由

②重要な施策（規程第4条第2項第2号）
エ　その他関係課等との調整により行政経営戦略会議での意思決定が必要と判断された
もの

市民参加

付議書公表

関係法令等

事業費
関係課

今後の
スケジュール

200 千円 （うち特定財源 千円）

無

公開 非公開 部分非 時限非

議会説明 広報・ＨＰ等 有

R8.7.3　　　　設立予定
R8.7中旬　　公開シンポジウム等開催予定

項目 有無 方法（時期） 項目 有無

報道発表条例規則

方法（時期）

カテゴリー

まで）

有

無

年代 場所

無

目的 手段全ての年代 みどり活用 その他市内全域



ランドスケープマネジメントセンターの活動内容

１ 自然と都市が共生する地域像の共有、発信

・都市、農地、山林、河川などを一体的に捉えたランドスケープビジョンを、地域の環境

基本計画等と整合させる内容で、かつ具体的な内容で作成する

→地域ブランド価値の向上

２ 地下水涵養、生物多様性などを定量評価、マップ化し活動に活用

・地下水涵養、生物多様性、水質浄化、炭素蓄積、暑熱緩和などの生態系サービスを定量

評価しマップ化する

・企業や市民団体に対し、場所に対応した活動メニューを提示

・どこで何をすれば効果的か、どれだけの効果が期待できるかを科学的エビデンスに基づ

いて提示



３ 多様な主体のマッチングと活動支援

・企業と地域団体の共創プロジェクトを設計、支援する

・機材、技術、人材情報の共有などを通じて、現場での実践を後押し

→印西市は、グリーンインフラの取組として、公共施設への雨庭（雨天時に雨水を地下浸透

させゆっくり河川に水を流す取組）の設置や普及啓発、谷津再生などに取り組む予定。

→両市共通の取組として（仮称）里山大学という里山保全活動を予定しており、白井市と

しては市民大学校の環境版のような取り組みができないか検討する。（主体はＬＭＣ）

４ 環境評価と認証の仕組みづくり

・企業等の活動による環境の損失と回復への貢献を定量評価することで、TNFD（自然関連

財務情報開示タスクフォース）等への対応を含め、企業の情報開示を支援する

・開発行為等により企業が地域に新規参入する際に、自然環境への負のインパクトの少ない

選択肢の提示や関連する貢献メニューの提示などの調整

・自治体との調整のうえ、地域ビジョンへの貢献に応じた地域版の認証制度の仕組みを検討

→谷田地区のサウンディング等の結果も参考とする。








